
平成２６年１０月１７日  

 

『伝統工芸と食を核とした北陸地域資源活用ネットワーク構築事業』 

キックオフセミナー 

 
開 催 の ご 案 内 

 

 

主催：（公財）石川県産業創出支援機構 

（公財）富山県新世紀産業機構 

（公財）ふくい産業支援センター 

 

 

北陸地域は「伝統工芸」と「食」の地域資源の集積が特徴的な地域で

す。多種多様な伝統工芸は地域の歴史や文化を代表する誇りであり、域

外からの評価が高い新鮮な食（農林水産物）は、和食の世界無形文化遺

産の登録により一段と注目が高まっています。こうした背景から、北陸

地域が誇る２つの分野の地域資源を有機的に結び付けることが出来れば、

地域経済の活性化に大きく寄与する取り組みを生み出すことができるも

のと考えられます。  

 

 そこで北陸三県の伝統工芸や食の分野の関係者による、県境を跨いだ

地域間連携の促進を目的に、三県の産業支援機関が主体となり各種取り

組みを実施することとしております。  

 

ついては、事業のスタートに際し、『Discover ホクリクのものづくり、

食づくり』と題し、キックオフセミナーを開催する運びとなりましたの

で、別添の案内チラシによりご案内申し上げます。多数の方のご参加を

お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 【事務担当】 

(公財)石川県産業創出支援機構 

地域振興部 地域産業支援課 

電 話：076-267-5551 

ＦＡＸ：076-268-1322 

Mail：shigen@isico.or.jp 



Discover
ホクリクの
ものづくり、食づくり

開催日時　 （受付13:00 ）平成

「伝統工芸」と「食」の地域資源の集積が特徴的な、北陸。その多種多様な伝統工芸は地
域の誇りであり、新鮮な食材と豊かな食文化は、和食の世界無形文化遺産の登録により
国内外から注目されている地域の土台です。これらを有機的にむすびつけ、地域経済の活
性化につなげるためのプロジェクトがスタートします。キックオフセミナーでは県域を越
え、互いの地域資源や他地域の連携活用事例を知ることで、今後の連携の芽を探ります。

13:30

13:40

14:30

セミナー終了後、隣接会場にて立食パーティを行います。
ふるってご参加ください。会費2,000円

交流会（名刺交換会）

プログラム

公益財団法人石川県産業創出支援機構
公益財団法人富山県新世紀産業機構、公益財団法人ふくい産業支援センター
    石川県、富山県、福井県

主催　

共催　

定 　 　 員 120名

申込方法　裏面をご参照ください。

13:30 - 16:00

16:00-
  17:30

開催場所　ホテル日航金沢4F 鶴の間
石川県金沢市本町2-15-1 （ JR金沢駅東口前 ）

26年10月30日（木）

開会あいさつ

基調講演
  高橋  俊宏  氏 （ 株式会社枻出版社「Discover Japan」統括編集長 ）
パネルディスカッション
コーディネーター

  林口  砂里  氏 （ 有限会社エピファニーワークス代表 ）

　パネリスト　能作　克治 氏 （ 株式会社能作 代表取締役社長 ）
　山本　晴一 氏 （ 株式会社ヤマト醤油味噌 代表取締役社長 ）
　増谷　浩司 氏 （ 有限会社龍泉刃物 代表取締役 ）

ホテル日航金沢

金 沢 駅
西口

東口
石川県立
音楽堂

金沢
都ホテル

ホ
テ
ル
金
沢

ガーデン
ホテル

P

ANA
クラウンプラザホテル

ヴィサージュ

経済産業省　北陸地域資源活用ネットワーク構築事業 キックオフセミナー

入場
無料



Discover
ホクリクの

ものづくり、食づくり

株式会社枻出版社「Discover Japan」統括編集長

1973年岡山県生まれ。1999年枻出版社入社。建築や
インテリア、デザイン系のムックや書籍など幅広いジャン
ルの出版を手掛ける。2008年に日本の魅力、再発見を
テーマにした雑誌「Discover Japan」を創刊し、現在、
統括編集長を務める。雑誌を通して地方活性の活動に
も積極的に関わる。現在、高岡クラフトコンペティション
審査員、やまなし大使、山梨県富士山世界遺産センター
整備検討委員、一般社団法人場所文化フォーラム理事、
JR東日本のものアドバイザリー、クールジャパン プロ
デューサー人材派遣事業アドバイザーを努める。

高橋 俊宏 たかはし としひろ

富山県高岡市出身。東京外国語大学卒業。留学先のロ
ンドンで現代美術に出会い、アート・プロジェクトに携わ
る。その後ワタリウム美術館、水戸芸術館アートセン
ター、東京デザインセンター、P3 art and environment
等での勤務を経て、2005年に㈲エピファニーワークス
を立ち上げる。現代美術、音楽、デザイン、仏教、科
学と幅広い分野をつなげるプロジェクトの企画、プロ
デュースを手掛けている。また、2012年より拠点を地
元の富山県高岡市に移し、東京と富山の二地域居住を
続けながら、地域振興プロジェクトにも取り組んでいる。

林口 砂里 はやしぐち さり

有限会社エピファニーワークス代表

山本 晴一

能作  克治

増谷  浩司

株式会社ヤマト醤油味噌 代表取締役社長

株式会社能作 代表取締役社長

有限会社龍泉刃物 代表取締役
ますたに　こうじ

やまもと　せいいち

のうさく かつじ　

昭和28年（1953年）、
越前の地に700年伝わる
鍛造技術を用いて刃物
製造を開始。近年では、
独自の熱処理・刃研ぎ・プレス・溶接の加工技術を取り入れなが
ら、新分野としてステーキナイフなどカトラリーへのものづくり
にも着手している。フランスの国際料理コンクールに出場した
日本代表のシェフが採用したところ、審査員が持ち帰ったこと
で話題をさらった。現在、輸出も含めて注文が相次いでいる。

藩政時代から醸造が盛んな金
沢・大野において、1911（明
治44）年に創業し、以来、醤
油や、国産大豆を用いて杉桶・
天然醸造で味噌（有機みそ含
む）を製造。蔵には「キッチン
スタジオ」や「発酵食美人食堂」

を併設し事業を拡大中。また海外展開にも力を入れており、ア
メリカ、フランス、シンガポールへの輸出は売上の2割を占める。

富山県高岡で400年伝わる
鋳造技術を用いて仏具製造
を開始。食器の常識を覆す
「曲がる器」を生み出し、世
界最大規模の生活雑貨の見
本市メゾン・エ・オブジェをは
じめ、世界各地の見本市で
も大きな注目を集めている。

076 - 268 - 1322 メール 

お申込み方法 下記の必要事項をご記入の上、FAXまたはE-mailでお申込みください

お名前

交流会  参加　・　不参加ご連絡先
（電話番号またはメールアドレス）

所属

いただいた個人情報については、本事業に関する連絡・案内等以外に使用することはありません。

お申込み・問合せ先  ●  公益財団法人石川県産業創出支援機構　地域振興部地域産業支援課
 TEL 076-267-5551  FAX 076-268-1322  shigen＠isico.or.jp

shigen@isico.or.jpFAX 

10申込締切 月24日（金）

p a n e l l i s tl e c t u r e r

c o o r d i n a t o r
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